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「 仲 間 意 識 」を 育 む  

校長 山田 勇一郎 

  

先月、６年生が日光移動教室に行ってきました。一生懸命と思いやりを大

事にルール・マナーを守りながら、仲間との絆を深めることができました。

６年生が自分たちで決めたスローガン「日光の特色にふれ、仲間と協力し、

最高の日光にしよう」の通りに実践した３日間となりました。このスローガ

ンの中の「仲間」という言葉について出発一週間前のミーティングで、私は

子供たちに次のような話をしました。  

「みなさんのスローガンの『仲間と協力し』という言葉、特にいいなあ、大事だなあと

思います。『友達』ではなく『仲間』であることがとっても素晴らしく大事なのです。 

どっちでも同じではと思う人もいると思います。そもそも仲間と友達の違いとはなん

でしょう。少しわかりやすく言うと、友達は、一緒にいて楽しい、気が合う、趣味も合う、

仲よしで楽しく遊んだり話したりできる人。仲間は、同じ目標・目的に向かって、それを

達成するために助け合い協力し合うのが仲間です。 

例えばサッカーのチームでいうと、プロでも日本代表でも、歳も違えば性格も違う、趣

味や遊びの好みも全く違う人たちが何十人も集まっているけど、チームの勝利、優勝とい

う同じ目標に向かって、協力したり助け合ったりする仲間です。そして目標のためには 

たとえいやに思われようとも、言わなくてはいけないこと、伝えなくてはいけないことは 

しっかりと伝える。だめなものはダメ、おかしいことはおかしい、もっとこうしよう こ

うしなきゃだめだとしっかりと言う。それがお互いを高め合ういい仲間となり、強いチー

ムとなります。  

みなさんもこの移動教室へのチャレンジで自分たちの全力・努力・協力の力と感謝の心

を大きく強くして最高の日光にするという一つの目標を成功させるためのチーム、５８

人の仲間です。もしかしたら班の中で、友達なら許してもらえる、見逃してもえる、少し

ぐらいいいじゃんという弱い心になる人がいるかもしれません。でもみなさんは仲間で

すから、班長をリーダーにみんなで強い心正しい心でおかしいことはおかしい、ちゃんと

こうしよう、みんなでがんばろうとしっかり声を掛け合っていってください。 

そうやって目標に向かって全力で協力し合うことのできる最高の仲間こそが、最高の

日光にできるのです。がんばってください。」 

学校生活で同じ目標の達成を目指して活動する中で、周囲から頼られたり、認められた

り、励まされたり、助けられたりしながら「仲間意識」が育まれていきます。たとえ結果

につながらなくとも、一緒に全力でがんばった「仲間」とそこで経験したことや過ごした

時間はかけがえのないものとなります。その先に「本当の友達」も生まれると思います。 

令和７年  

１１月２８日発行  

江戸川区立  

篠崎第五小学校  

№８  

学校ホームページ 



 

生活目標「寒さに負けずからだをきたえましょう。」 

あいさつ標語「ありがとう 言っても聞いても 気持ちがいい」 


